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県仁愛郷および近隣市街地を中心に、2009 年から 2015年までに行った計 23 か月間の現地
調査に基づく。 
 本論は全 7 章から構成される。第 1 章が本論全体にかかわる問題の提示と先行研究の位
置づけ、続く第 2 章が台湾原住民および原住民文化政策をめぐる背景、第 3 章が対象とな
るセデックの人々と調査地の概要、第 4、5、6章が、調査地における在来技術とその復興に
まつわる民族誌である。第 4章ではセデック集落の日常生活に根ざした織りの実践、第 5 章
では対面的な範囲を超えて広がる商業的な織りの実践、第 6 章では集落を中心とするコミ
ュニティ単位での歌舞と祭儀の実践に焦点が当てられる。第 7章が考察および結論である。 








































































































































































  2つ目は、人々を在来技術の実践に駆り立てる、技術の魅惑という動因があることである。 
本論では、織りや歌舞、祭儀に携わる人々の経験の中に、人々が技術に引きつけられ、何ら
かの「力」を期待するような側面があることにも注目してきた。老いてもなお難しい技法を
貪欲に習おうとする年配女性の姿、またすでに織り方を知る人がいなくなった複雑に装飾
された布を彼女たちが囲んだときの真剣なまなざしにうかがえる、調査地のセデックを魅
了している技術の性格である。 
 織られた布が今も婚姻の際の「財」としてやり取りされ、子や孫の結婚をより立派なもの
にすると考えられていることは、調査地の女性たちが織りに向かう理由の一つであると考
えられた。しかし、女性たちをより複雑な織りへと向かわせる動因について知るには、彼女
たちにとってリアリティのある過去についても思い起こす必要があるだろう。例えば彼女
たちの母親や祖母の顔にあったイレズミは、そうした織りに宿る魅力を象徴するもののよ
うに見える。4章でも記述したように、織りに優れた女性は、かつて顔面にその模様に似た
イレズミを施すことができた。それは彼女の優れた織りの能力をあらわすものであるとと
もに、「美しい」ものとして眺められた。そして機織りができずに結婚相手に恵まれない女
性とは反対に、その女性の精巧なイレズミは異性の注目を引き、彼女は多くの婚資を集める
ことができる「値打ち」の高い対象になるのである。ここに見られるのは、単なる物質を生
産するための技術や、個人の内面の表現としての芸術行為ではなく、人々の間に「魅惑」を
引き起こすことで社会的行為を媒介する、技術や芸術のあり方である。では、その美しさと
魅惑を生じさせるものは何なのか。アルフレッド・ジェルはその一つとして、精巧に作り出
された作品がそれを見る人にもたらす、一種の判読不可能性を挙げている。絵画や装飾のよ
うな作品を見ながら人は、作者のように作品が作り出された過程をたどり直そうとする。し
かしそれが自分の技量によっては把握しきれなくなるとき、その作品を作り出した技術に
魅了されていく。調査地の女性たちが強い関心を向ける、複雑に織られた図案もまた、彼女
たちにとってその制作過程がわからないままになっているものである。彼女たちは未だ織
れないその図案をどうすれば織れるのか試行錯誤する中で、ますますその技術から離れが
たくなっていく。5章で記述した、売ることを目的としないにもかかわらず、他人にできな
い模様を追求するようになった若い女性の姿は、これによく当てはまる。またエスノグラフ
ィーに何度か登場した熟練の織り手が、自分の技法を容易に教えようとしなかったのは、織
り方を秘匿することによって、人々がますます自分の織った布とその技術に引きつけられ
ることを知っていたからかもしれない。織りに携わる人々の姿から見えてきたのは、彼女た
ちが単に意図したものを生産／創作しているというよりも、このように判読不可能性を含
んだ装飾に魅せられ、尊敬や羨望のような感情を引き出されながら織りに関わり続けてい
る様子であった。このように、技術が人々の感覚や感情に働きかける力を発揮するという点
で、祭儀の中の石罠も似たような特徴を持っている。 
 小動物を捕らえるための石罠を用いた儀礼は、同時に彼らが狩猟の成功を擬似的に経験
し、将来のその成功を呼び込むためになされていた。それは、獲物を捕るための技術や、捕
れた大量の獲物の腐った匂い、そこにたかるハエ、それらと結びついた大猟を喜ぶ感情まで
をも再現するものだと考えられた。ここにある技術もまた、人々の感覚や感情を喚起し、ま
た彼らの期待や欲望と結びついている点で、単なる生産技術やノスタルジックな見世物と
してのそれとは大きく異なっていた。そこにある石罠はまた、博物館や美術館に置かれ、美
学的に眺められる無関心的なモノでもない。 
 ここからすると、文化政策の中の織物や、復興された祭儀の中の儀礼は、それと鋭い対照
をなすことも見えてくる。年配女性たちが布を見た時に抱く強い感情、また年配者が石罠の
儀礼に向ける儀礼的効果への期待は、工房の中の織物、エリートによって復興された祭儀の
中では希薄であった。工房では、作品は熟練者の布ではなく売れ筋の商品を参照して作られ、
その価値を説明可能にする言葉や指標の中に配置されていた。また祭儀の中では、儀礼は集
落の人々よりも、外部に向けたエキゾチックなパフォーマンスとして構成されていた。それ
らは一見かつてと同じもののように見えて、そこに期待される効果や、その技術が喚起する
感覚・感情といった点からは、まったく別のものとして作られていたのである。 
 ただし本論では、祭儀の過程で呪術的効果がないことを指摘する声が上がったように、新
たに作り直された儀礼にも、かつてと同じような効果を期待する人々がいたことを指摘し
た。彼らの発言によって、儀礼がどこへ向かうのかはいったん宙吊りになり、多くの人がパ
フォーマンスとして見ていた祭儀の性格は再び問われることになった。復興された祭儀の
中のこうした揺れ動きは、従来の研究ではしばしば見落とされてきたものである。 
 序論で挙げたように、在来の文化が意識的に資源として利用されていくという動きは、先
行研究において一つの焦点となってきた。またそこでは、国家や市場による価値づけに対し、
現地の人々が抵抗、交渉、協調といったやり方で対峙していることが明らかにされてきた。
しかしそこで前提とされているのは、現地の人々がすでに国家や市場ありきで行動してお
り、国家や市場のシステムを通して自身の文化や技術を見ているということであった。これ
に対して、復興された祭儀を批判した老人たちの態度が明らかにしたのは、彼らがこの復興
された儀礼に、国家や市場が問題にしない呪術的効果を期待していたことであった。そこで
この新しい祭儀は、政治的パフォーマンスと、豊作や豊猟への期待と結びついた技術との間
を一時的に揺れ動くことになったのである。ここからすれば、調査地の人々が経験している
文化や技術の「復興」を、その価値づけをめぐる政治的アクターの駆け引きに還元すること
はできない。調査地において「復興」の現場とは、政治的駆け引きが行われるアリーナだけ
でなく、その外に広がる山地の生活と、その生活に根ざした期待や関心からも形作られてい
るのである。 
 3つ目は、原住民文化の復興という国家を挙げたプロジェクトが、セデックの人々の日常
からは、一時的、偶発的機会として経験されうるということである。 
 本論で繰り返し示してきたのは、文化政策や市場との関わりによって活性化したといわ
れる原住民の文化的営みにおいて、そこで促される知識や技術のパフォーマンス化、商業的
利益の最大化といった方針に、単純に従うのでも、また抵抗するのでもない人々の振る舞い
であった。売ることにそもそも無関心であった年配の織り手はもとより、文化政策を機に織
りを始めたにもかかわらず、売ることよりも複雑な図案を織ることに情熱を傾け、それを子
どもに残すことに喜びを見出すようになった若い世代の織り手がいた。また歌舞の「アルバ
イト」に喜んで参加していた女性たちは、ツーリズムを経済改善に役立てようとする行政の
想定に反して、稼いだ現金をすぐに親族との付き合いに回してしまった。歌舞の文化資産登
録を機に本格的に歌舞の指導をすることになった年配のセデック女性は、文化資産を認定
する側からすれば問題にならない、家族間の知識の伝達に強い関心を寄せていた。 
 さらに復興された祭儀には、それを主催したエリートでも、異議を唱えた年配者でもなく、
いずれともつかない立場で、祭儀に部分的に参加していた人々がいた。彼らは復興された祭
儀に協力しつつも、文字通りそれを遂行しようとするわけではなく、むしろそれを自分たち
にとって重要な狩猟の機会や、その獲物の分配のための機会へと流用していた。「相補的な
共生」という概念で説明したように、こうした人々は、従来とは目的の異なる新しい祭儀を
遂行しつつ、それでは満たされない需要を、自分たち自身で補っていたとも考えられた。そ
れは、新しい祭儀の中ではパフォーマンスになっていた、祖先との関係の維持や、獣肉を食
べることや、それを親しい人々で分け合うことである。老人たちが、獣肉を食べることが自
分たちの体を強くすると考えていることや、人々が収穫物をシェアすることに依然として
強い関心を向けていることが示すように、山地での生活に根差した志向は現在のセデック
の人々の生活、ひいては文化政策との関わり方をも部分的に方向付けている。復興された祭
儀での住民たちの態度から見えてきたのは、新しい儀礼と部分的に協調するという形で、自
分たちにとって必要な機会を取捨選択していく人々の姿である。 
こうした調査地のセデックの人々の姿は、彼らが固定的な核としての社会や文化を持ち、
国家や市場の介入によってそこに不可逆的な変化が加えられるというイメージからは遠い
ものである。本論を通じて見てきたように、政府による原住民文化の振興や商業化は、調査
地の人々の日常や、織り、歌舞、祭儀が行われる場面に深く入り込んでいる。しかしその具
体的な営みからわかるのは、彼らが制度的方針に順応し、それに沿って振る舞うこともあれ
ば、積極的に関わらないという選択肢をも同時に持っていることである。こうして本論が
様々な事例を通じて示してきたのは、セデックの人々の技術的実践には、原住民文化を対象
とする政策制度からは「見えない」、すなわち対象化されない部分があり、それが彼らの社
会的な生を作り出すことにとって重要であることであった。織りに従事する女性たちは、文
化政策の促す織りの効率化や標準化に従事する一方で、そこでは必ずしも重要ではない複
雑な織技法の習得に依然として関心を向け、技術の魅惑に動機づけられた織りを続けてい
る。同じように彼らは、いわゆる慣習的規範としての「ガヤ」もまた、一方でロジカルな政
治的主張やパフォーマンスの中に組み込みながら、また一方では首尾一貫した説明を逃れ
る、断片的だが期待や畏れを喚起する「力」として留め続けているのである。 
 以上のように本論では、原住民セデックの人々と織り、歌舞、祭儀にまたがる技術的営み
を対象としながら、「消えつつある」技術とそれを「復興」する人々という一般的なイメー
ジとは異なる現実を記述してきた。原住民が国家の周縁部にいる発展から取り残された
人々とみなされるとき、彼らの文化や技術はいずれ淘汰され消滅していくものとしてイメ
ージされる。そしてそこには、国家のような「庇護者」による「復興」や「保護」が必要で
あるように見える。しかし、日常的に山地と平地を行き来し、必要なものとそうでないもの
を選別しながら自分たちの暮らしを形作ってきた人々にとって、彼らがいるのは同化を待
つ周縁部では決してない。たまにやってくる「復興」や「保護」のプロジェクトも、彼らに
とっては関わっても関わらなくてもよい複数ある選択肢のうちの一つに過ぎない。本論が
試みたのは、彼らの在来技術を、「復興」や「保護」の対象へと切り縮められたものとして
描くのではなく、むしろ「復興」や「保護」を偶発的で一時的な機会とみなす調査地の人々
が見ている日常的世界の広がりを、私たちにも垣間見られるようにすることであった。 
 
 
  
 
